
 ＜私がオランダの高齢者ケアに注目した理由は・・・＞  浅川澄一 

 

１） 病院死の比率が最も少ない国。在宅医療と在宅介護が浸透しているた

めだろう。日本でも胃瘻への反対論が急増し、看取りの見直しが浸透

中。自然死を「地域包括ケア」として推進するには家庭医と訪問看護

師が不可欠。介護保険制度を世界で初めて生み出し、安楽死法も 12年

前に世界で初めて制定。死へのプロセスをどのように考えているのか。 

 

２） 小さな国土ながらスペインから 17世紀に独立。共和制への一番乗りを

果たし「黄金の世紀」を迎えた。「コンセンサス民主主義。制御の文化」

（長坂寿久氏）。人口密度は日本より高い。そのため都会地では、中高

層の建物が多く、高齢者施設も中高層が主流。日本の高齢者ケアの今

後の課題は首都圏など都会地。施設やケア付き住宅の中高層化は避け

られない。中高層のケア付き住宅から学ぶことは多いはず。 

 

３） かつては、オランダ版「特養」（ナーシングホーム）の入居者が多かっ

たが、いまでは「住まい」重視に転換。改修を活発に進め、施設の居

住空間を広げて住宅に変えてきた。日本の 4 人部屋特養の参考になる

か。「社会保障の基盤は住宅」を示す具体例は何か。住宅協会の存在。 

 

４） 介護事業者のほとんどが民間の非営利団体。北欧のような税や公務員

主導ではない。企業との違いは何か。病院も学校も、同様に非営利団

体が主役というオランダ人の発想法を知りたい。だが競争、評価は奨

励される。市場主義と「福祉」との折り合いはどこにあるのか。 

●福祉分野だけでない。中央集権的官僚機構が歴史的に不在。代わっ

て、中間団体が教育、労働、農業、住宅など多くの分野で形成。 

 

５） 安楽死のほか麻薬、売春も公認されている。人間の欲望と社会秩序と

の接点の見出し方が他国と違うようだ。「欲望は悪」と決めつけない発

想がいい。人類のライフスタイルの先端を走っているのか。 

 

６） 正規社員とパートタイマーが同一労働同一賃金の国。夫がパートで妻

が正規社員も珍しくない。つまり男女差別がほとんどない。同様に人

種や宗教への偏見、差別も聞かない。移民の国という歴史。外国系市

民が 2 割近くを占める。トルコ、モロッコ、スリナム、アンティル。

障害者や要介護者への対応も他の欧州諸国と違いがあるのでは。 



      ＜オランダ高齢者ケアへの５つの視点＞      浅川澄一 

 

Ａ）病院死（35％）が先進国中で最低比率 ←― 在宅の診療・看護・介護が浸透 

  ・ホームドクター（家庭医、主治医）の専門性、信頼性 → 安楽死へ 

  ・看護師と介護師が 5段階で同一職種：高い専門性 

  ・医療がフリーアクセスでない。在宅医は選択できる。医師免許は更新。 

Ｂ）高齢者の居場所（施設＆ケア付き住宅）は 3類型＋α、アトリウム形式 

▲ナーシングホーム verpleeghuis 330 施設に６万人、15 ㎡～、24 時間ケアの

医療施設。60 年代に 14 ㎡で疑似病院として始まる、70 年代初頭まで 4～6 人

部屋＝日本の特養、老健、特定施設に近い， 

△Small Scale House 認知症向け小規模が急増。6～80人。GHと呼ばない。 

▲ケアホーム verzorgninghuis 1400施設 11万人、48㎡～、1988 年から開設 

トイレ・ミニキッチン付き＝日本のケアハウス、サ高住に近い、 

▲高齢者住宅に 10万人、75㎡以上＝自立者向け有料ホーム、ケアなしサ高住 

・高齢化率１５％、高い人口密度：480人、日本 330人（1万㎢）→ 中高層高密度建築 

・多い施設系入居者：オランダ 7％（17万人）、日本４％（112万人） 

●世界で初めての介護保険制度 AWBZ、全国民対象（年齢区別なし、障害も）、 

・財源＝国庫補助＋保険料、所得の 13・45％負担（15歳以上）、 

・サービス提供＝非営利組織 NPOが主役、市場に競争原理あり 

・特別医療費補償法で段階的に導入：長期入院、老人、障害者 

  68年ナーシングホーム、77年デイケア、80年訪問看護、97年訪問介護 

  90年代半ば：代替政策：治療＜介護＜予防、施設＜在宅 

■CureＺⅤＷ（短期医療保険） 短期治療：家庭医、専門医、病院、禁煙指導 

■CareＡＷＢＺ（長期医療「介護」保険） １年以上の長期療養：身体介護、看護、 

■SocialSupportＷＭＯ（新社会支援法） ：家事援助、移送、補助器具、住宅改修、 

財政難から 2007年に導入、企業参入増加 

□ＺＶＷとＡＷＢＺは強制加入の医療保険、ＷＭＯは公費＋自己負担 

 保険会社：４社（3社非営利）で９割シェア。公的管理。競争原理だが被保険者を選べない、 

 

Ｃ）認知症への対応 

・集合住宅やナーシングホームの建物内に特別コーナーとしてＧＨを設置。独立型も 

Ｄ）安楽死、看取り、ホスピス 

・安楽死法を世界で初めて２００１年に制定 →ベルギー、スイス、米国オレゴン州 

Ｅ）地域包括ケア（オランダでは「統合ケア」） 

・新都市・アルメール市の住民密着型保健・介護、マントルケア、ポルターモデル 

・訪問看護師のニュービジネス Buurtzorg（ビュルツォフ）＝ヨス・デ・ブロック 
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し
て
世

界
の
主
要
新
聞
や
ネ
蘖
ト
に
掲

載
さ
れ
欷
一
躍
国
際
的
に
著
名

に
な
檸
た
施
設
が
あ
る
盜
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
の
南
東
を
車
で
炳

分
欷
ヴ
檪
欟
ス
プ
市
の
欹
ホ
グ

ウ
櫪
イ
飮
盜

　
噴
水
の
先
に
延
び
た
通
路

に
欷
車
い
す
を
押
す
家
族
の
姿

が
目
に
入
る
盜
両
サ
イ
ド
は
普

通
の
街
の
家
並
み
の
よ
う
だ

が
欷
ギ
タ
欟
の
あ
る
音
楽
室
欷

工
具
が
見
え
る
Ｄ
Ｉ
Ｙ
室
な
ど

が
並
ぶ
盜
調
理
器
具
が
揃
檸
た

キ
蘖
チ
ン
室
も
盜
入
居
者
の
た

め
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
部
屋
だ
と

い
う
盜

　
天
井
が
高
い
玄
関
ホ
欟
ル
の

左
右
に
は
欷
日
用
品
の
ス
欟
パ

欟
と
洒
落
た
レ
ス
ト
ラ
ン
欷
美

容
院
盜
ス
欟
パ
欟
で
入
居
者
が

ワ
イ
ン
を
手
に
取
る
隣
に
は
欷

高
級
紙
お
む
つ
欹
テ
欟
ナ
飮
の

緑
色
の
パ
蘖
ク
が
棚
い
檸
ぱ
い

に
盜
こ
れ
ら
店
舗
の
先
に
は
欷

１
５
２
人
の
認
知
症
高
齢
者
だ

け
が
住
む
ナ
欟
シ
ン
グ
ホ
欟
ム

歉
特
養
歐
が
連
な
る
盜

　
１
欷
２
階
の
居
室
が
ユ
ニ
蘖

ト
ご
と
に
続
く
盜
一
つ
の
ユ
ニ

蘖
ト
は
欷
６
殳
７
人
盜
個
室
と

共
用
の
居
間
や
キ
蘖
チ
ン
欷
水

回
り
で
構
成
さ
れ
る
盜
庭
や
池

な
ど
を
数
ユ
ニ
蘖
ト
の
連
棟
式

住
宅
が
取
り
囲
み
欷
木
の
椅
子

で
ゆ
檸
た
り
く
つ
ろ
ぐ
入
居
者

の
姿
が
あ
ち
こ
ち
に
盜

　
１
階
は
炯
の
ユ
ニ
蘖
ト
盜
２

階
に
８
ユ
ニ
蘖
ト
盜
全
体
が
通

路
や
テ
ラ
ス
で
巧
み
に
つ
な
が

檸
て
い
る
盜
通
路
を
歩
く
入
居

者
に
は
ス
タ
蘖
フ
が
し
檸
か
り

と
手
を
つ
な
ぐ
盜

　
日
本
流
に
言
え
ば
欷
烝
ユ
ニ

蘖
ト
の
グ
ル
欟
プ
ホ
欟
ム
だ
盜

あ
る
い
は
欷
個
室
ユ
ニ
蘖
ト
型

特
養
で
あ
る
盜

　
欹
テ
欟
マ
パ
欟
ク
型
と
呼
ぶ

ジ
櫺
欟
ナ
リ
ス
ト
も
い
ま
す
盜

私
た
ち
は
欷
自
宅
で
の
暮
し
を

そ
の
ま
ま
再
現
し
ま
し
た
盜
買

い
物
や
レ
ス
ト
ラ
ン
利
用
な
ど

で
普
通
の
生
活
を
送
る
の
が
認

知
症
ケ
ア
に
は
一
番
い
い
か
ら

で
す
飮
と
担
当
者
が
説
明
す
る
盜

　
画
期
的
な
試
み
は
欷
全
入
居

者
を
７
つ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

別
に
分
け
欷
同
じ
グ
ル
欟
プ
の

人
を
同
じ
ユ
ニ
蘖
ト
に
集
め
欷

イ
ン
テ
リ
ア
も
そ
れ
に
合
わ
せ

て
い
る
こ
と
盜
カ
フ
櫪
や
外
食

好
き
な
欹
都
会
派
飮
欷
家
事
が

好
み
の
欹
ホ
欟
ム
派
飮
欷
芸
術

や
文
化
が
好
き
な
欹
ア
欟
ト

派
飮
欷
そ
れ
に
信
仰
心
の
篤
い

欹
ク
リ
ス
チ
櫺
ン
派
飮
欷
さ
ら

に
欹
上
流
ク
ラ
ス
派
飮
欷
欹
伝

統
生
活
派
飮
欷
欹
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
派
飮
で
あ
る
盜

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
か
つ
て
の

植
民
地
で
欷
そ
の
ユ
ニ
蘖
ト
で

は
ア
ジ
ア
人
が
入
居
し
て
い
て

庭
に
仏
像
ら
し
き
彫
像
も
盜
上

流
ク
ラ
ス
派
の
居
間
に
は
シ
櫺

ン
デ
リ
ア
や
豪
華
そ
う
な
家
具

が
並
ぶ
盜

　
欹
同
じ
よ
う
な
価
値
観
の
人

が
一
緒
に
暮
ら
す
の
が
い
い
飮盜

確
か
に
欷
認
知
症
ケ
ア
は
欹
１

０
０
人
に
１
０
０
色
の
対
応
飮

と
言
わ
れ
欷
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

人
生
体
験
に
合
わ
せ
た
声
掛
け

や
ケ
ア
が
大
切
だ
盜
そ
れ
を
各

ユ
ニ
蘖
ト
で
実
現
さ
せ
た
の
は

な
か
な
か
の
も
の
だ
盜
欹
生
活

歴
の
把
握
飮
は
認
知
症
ケ
ア
の

イ
ロ
ハ
だ
が
欷
居
住
空
間
に
ま

で
具
体
化
さ
せ
た
事
例
は
北
欧

で
も
見
た
こ
と
が
な
い
盜
し
か

も
欷
街
づ
く
り
に
ま
で
進
化
さ

せ
た
盜

　
欹
以
前
は
普
通
の
４
階
建
て

の
病
院
風
ナ
欟
シ
ン
グ
ホ
欟
ム

で
し
た
が
欷
自
分
た
ち
職
員
が

こ
こ
で
暮
ら
し
た
い
か
欷
と
考

え
て
３
年
前
に
全
面
改
築
し
ま

し
た
飮
と
振
り
返
り
欷
欹
病
院

み
た
い
に
急
に
料
理
が
出
て
く

る
と
認
知
症
の
人
は
戸
惑
う
盜

今
で
は
ユ
ニ
蘖
ト
で
一
緒
に
調

理
し
ま
す
盜
洗
濯
も
ア
イ
ロ
ン

掛
け
も
ね
飮
と
話
す
盜

　
認
知
症
の
入
居
者
が
暮
ら
す

建
物
の
１
階
に
欷
店
舗
や
様
々

の
サ
欟
ビ
ス
を
備
え
る
の
は
欷

ロ
蘖
テ
ル
ダ
ム
の
事
業
者
欷

欹
ユ
マ
ニ
タ
ス
飮
の
施
設
欹
ア

ク
ロ
ポ
リ
ス
飮
で
も
見
て
き
た
盜

中
層
住
宅
に
挟
ま
れ
た
１
階
ア

ト
リ
ウ
ム
は
フ
欟
ド
コ
欟
ト
の

ほ
か
欷
１
人
用
の
冷
食
が
あ
る

食
品
ス
欟
パ
欟
や
生
花
店
欷
理

美
容
室
欷
ネ
イ
ル
室
欷
パ
ソ
コ

ン
コ
欟
ナ
欟
な
ど
が
ズ
ラ
リ
と

並
ん
で
い
た
盜

　
同
国
北
部
の
リ
フ
タ
欟
ホ
フ

市
で
ケ
ア
付
き
住
宅
を
運
営
す

る
欹
オ
ム
リ
ン
グ
飮
も
欷
秋
を

め
ど
に
欷
１
階
に
パ
ン
屋
や
ア

イ
ス
ク
リ
欟
ム
店
欷
カ
フ
櫪
を

作
り
欷
レ
ス
ト
ラ
ン
も
大
き
く

す
る
盜
欹
街
と
し
て
の
機
能
を

高
め
た
い
飮
と
責
任
者
が
力
説

す
る
盜

　
高
齢
者
ケ
ア
の
歩
み
は
欷
牆

年
代
の
脱
病
院
か
ら
脱
施
設
欷

そ
し
て
ケ
ア
付
き
住
宅
の
新
設

へ
と
進
み
欷
今
欷
欹
街
飮
づ
く

り
が
次
の
目
標
盜
一
旦
捨
て
た

欹
普
通
の
生
活
飮
を
取
り
戻
そ

う
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
盜

　
た
だ
欷
残
念
な
の
は
欷
既
存

の
周
囲
の
街
と
の
つ
な
が
り
に

欠
け
て
い
る
こ
と
盜
囲
わ
れ
た

敷
地
内
で
の
街
づ
く
り
は
欷
テ

欟
マ
パ
欟
ク
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
欷
地
域
住
民
と
の
接
触
が
考

え
ら
れ
て
い
な
い
盜
日
本
の
グ

ル
欟
プ
ホ
欟
ム
で
欷
近
所
の
商

店
街
に
買
い
物
に
行
く
光
景

は
欷
世
界
的
に
も
誇
れ
る
ケ
ア

手
法
だ
ろ
う
盜

寛
ホ
グ
ウ
櫪
イ
の
連
棟
式
ユ
ニ
蘖
ト
盜

庭
で
く
つ
ろ
ぐ
入
居
者
た
ち

官
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
の
１
階
は
フ
欟
ド
コ

欟
ト
と
店
舗
が
並
ぶ


